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鈴
木
し
づ
子
と
い
う
俳
人

そ
の
1

中
嶋

嶺
雄

実
柘
楢
の
かっ
と
割
れ
た
る
情
痴か
な

夏み
か
ん
酢つ
ば
しい
ま
さ
ら
純
潔
な
ど

こ
れ
ら
の
勾
に
よ
っ
て
戦
後
の一
時
期、
俳
凶慣
に
旋
風
を
巻
き
起
こ

し、
今
な
お
俳
壇
の一
角
で、
ま
た
ジ
エ
ン
ダ
l・
フ
リ
l
的
女
性
論

を
鼓
吹
す
る
む
き
に
も
神
話
化
さ
れ
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
鈴
木
し
づ

子
は、
松
村
巨
激
が
率
い
た

結社
「
樹
海』
の
出
身
で
あ
る。
『
樹
海』

の
最
高
同
人
（
同
人
指
名
委
員）
だ
っ
た
父
（
附
脇）
の
勾
と
同
じ
頁

に
も
鈴
木
し
づ
子
の
句
が
出
て
き
て、
い
わ
ば
花
鳥
瓢
詠
型
の
父
ら
と

は
革
命
的
に
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
作
風
の
異
な
る
新
進
の
女
性
俳
人
に、

私
も
注
目
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う。

古
い
『
樹
海」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と一
緒
に
出
て
き
た
鈴
木
し
づ

子
の
処
女
句
集
「
春
雷』
が
手
許
に
あ
る
の
だ
が、
東
京
の
羽
生
舎一
房

か
ら
昭
和
二
十一
年
二
月
に
初
版
が
刊
行
さ
れ、
同
年
十一
月
記
再
販、

昭
和
二
十
七
年
に
は
随
筆
社
か
ら
三
版
も
出
て
い
て、
句
集
と
し
て
は

前
例
の
な
い
売
れ
方
で、
「
戦
後
初
の
三
版
句
集」
と
脅
か
れ
て
い
る。

ち
な
み
に
当
今
の
古
本
市
場
で
は、
わ
ず
か
九
二
頁
の
「
春
雷』
初
版

本
に
二
万
五
0
0
0
円
の
値
段
が
つ
い
て
い
る。

次
い
で
昭
和
二
十
四
年
十一
月
に
は、
〈
指
環
凍
つ
み
づ
か
ら
破
る

・
懇
の
栄V
な
ど
の
句
を
収
め
た
第
二
句
集
『
指
環』
が
随
筆
社
か
ら
出

た
が、
こ
れ
も
全
冊
売
り
切
れ
と
な
っ
た。
『
樹
海」
誌
上
の
『
指
環」

の
広
告
文
は
こ
う
曾
い
て
い
る。
「
『

申衛官』
を
世
に
問
う
て
そ
の
清
飽

き
を
謡
は
れ
た
鈴
木
し
づ
子
が
い
ま、
幾
多
肱
浪
の
栄
の
梓H
春
の
符一

五
O
句
を
提
出
す
る。
こ
れ
は
鬼
才
が
綴
る
其
紅
の
ロ
マ
ン
で
あ
る。

数
寄
な
命
運
に
織
り
な
す
優
椀
曲
維
な
調
べ
は
正
に
驚
異
で
あ
ろ
う」

と。

（
国
際
社
会
学
者）
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次（
仰
号）

l
表
紙
絵

斉
藤

題

字

佐
藤

俳
句
的
な
こ
と
が
ら
（
6）
：
：
j
i－－
j
i－－・
：
：
：

中
嶋

俳
冠
抄・．．
 

風
の
ロ
ン
ド
：
：
：・
：
：

花
林
檎：
：
：
：－
j
i－－
：－
j
i－－
：
：
：
：
：
：
j
i－－
：・

佐
藤

文
子

化
生
：
：
：
j
i－－
：
：
：
：
j
i－－・
：
：
：
：
：
j
i－－－
：

高
木

彩

俳
句
ア
ン
グ
ル・・・
：

避
遁
集・・・．

五
句
選：
：
：－
j
i－－

丸
山

友
昇
・

村
越

還
・

中
島
さ
く
ら

梓
集・．．．．
 

久
女
雑
感
〈
ぱ山）
：
：
：・
j
i－－
：・
：
j
i－－
：
：
：
：
：

増
田

連

風
発・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

・・・
丸
山
奈
津
子

渓
流・
j
i－－
：
：
j
i－－－
j
i－－・
：
：

国
分
ひ
で
子
・

恵
鶴

保
昌

小
浮

幸
枝
・

荻
久
保
八
重
子

嶺文
雄子j青

青
嶺
集・・・・・

背
樹
集・・．．．．．
 

萌
芽
集・．．
 

一

句
の
衝
撃：・
：
：
：

宮
下

裕
太
・

大
西

達
夫
・

白
井
さ
と

子

一

句一
会
：
j
i－－
j
i－－－－
j
i－－－

二
宮

雪
山
・

高
山
た
ん
ぽ

信
濃
の
窓
「
明
日
は
日
曜」

に
寄
せ
て
j
i－－
：
：
：
：
：

万
撃
鋭・・・・・

せ
せ
ら
ぎ
：
：
：
：
：
：
：・
j
i－－
：
：・
：
：
j
i－－
：
：
：・

中
村

和
代

例
会
作
品・．

風
信
子
・

文
箱
：
：
：

27 26 25 18 17 6 5 4 3 2 48 46 45 44 40 39 38 37 36 28 

(鈴木しづ子という俳人　その１(『信濃俳句通信』通巻219号-2003.6.10
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